
～はじめに～ 

 

全学 FD委員会委員長 

学務及び学生担当副学長 長谷川信 

長谷川 副学長の長谷川です。全学 FD

委員会の委員長として、授業改善等を担

当しています。ここは学長室で、普段は

学長先生がいるんですけど、今日は不在

なものですから場所を借りて、このよう

に Happy くらす作品コンクールの授賞

式を行いたいと思います。このコンクー

ルについては、昨年度から始まったばか

りなんです。昨年度も受賞した方には来

ていただいて、賞状の授与等をしました。

今年はそれだけではなくて、終わってか

ら皆さんとも少し懇談して、テーマが大

きすぎますけれど、今後の青山学院大学

の教育をどういうふうにしたらよいか、

もう少し細かく、こんなふうにしたらい

いんじゃないかとか、そんな話も聞かせ

ていただきたいと思っています。今日は

皆さんの受賞を祝すということ、後で少

し意見交換をさせていただければと、そ

んなふうに考えております。よろしくお

願いします。 

 

～Happyくらす作品コンクール～ 

長谷川 このコンクールのことは前か

ら知っていました？ 

 

最優秀賞 塩田伸一さん（総文研究科 2 年） 

塩田 いや、ポータルで情報を見て知り

ました。 

長谷川 すぐ応募してみようと思いま

したか？ 

加藤 もともと書くのは好きなほう？ 

塩田 そうですね。 

加藤 私、全学 FD 委員会の副委員長を

しております、加藤と申します。よろし

くお願いします。「Happy くらす作品コ

ンクール」というアイデアが出てきたの

は、授業の最後に、学生の皆さんによる

授業アンケートがあるじゃないですか。

あれはどちらかというと、教員に対して、

教員がちゃんと授業をしたかどうかと

いうのを、学生の側からむしろ非難、厳

しく見る、評価するという感じに主体が

あって、教員のほうとしては、どちらか

というと結構辛いものというのがあり

まして。でも、教員のなかには学生にす

ごくいい影響を与えた授業をしている

先生もいるということは、学生たちと話

をして聞いていました。そういうポジテ

ィブな面を学生の皆さんから聞かせて

いただいて、教員にとっても励みになる

ような、学生の間でもそういう思いを共

有できるような、そういう場があったら 

 

いいなということで、こういう企画がで

きました。今年も皆さんから、皆さんの

いい授業の思い出を聞かせていただい

て、本当に頑張っている先生がたくさん

いるんだなということを聞いて、私たち

も励みになっている、そういう企画にな

っています。 

長谷川 去年退職された先生の授業が

とても良かったという文章があって。そ

れを聞かれた先生は、とても喜ばれてい

て。 

塩田 僕も、山内先生に報告したんです

よ。「ありがとう」と言ってくださって、

良かったです。 

長谷川 山内先生の授業、これは学部の

授業なんですか？ 

塩田 そうですね、学部の授業です。た

だ僕は学部は英文科ではなかったので。

でも、普通英文科の人は必修かもしれな

いんで、実はなんか、あんまり選ばない

ほうがいい、みたいな体で。そのへんよ

く分からなくて。 

加藤 工学系というふうに書かれてい

ましたが？ 

塩田 あ、工学が専攻なんです。 

加藤 で、今は大学院で総文で？ 

長谷川 山内先生は、若干わたしも面識

はあったんですけど。 

塩田 書いてある通りに、すごく本当に

楽しそうに授業をされるので、引き込ま

れる感じで、すごく面白い。細かい文法

の話もあるので、内容的には結構難しい

んですけど。それですごいなと思ったの

があって、良い授業というテーマだった
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ので、これ書けるかなと思って、それで

書いたんですよ。 

 

～各受賞者の心に残った授業～ 

加藤 森さんは、フランスでも何年も働

いてらしたそうですね。 

森 14 年間フランスにおりまして。旅

行会社で働いていたんですけれど、4 年

前に帰国して今度は在日のフランス企

業で働いています。今 1 年生なんですけ

れど、MBA を取ろうと。先生の授業と

いうんですかね、教えるテクニックと言

ったら変なんですけど、引き込まれるよ

うな、興味があるように教えてくださる

先生ばかりなので、やっぱり先生の技術

というのもずいぶん上がったんだな、み

たいな。昔は、一方的に聞いているよう

なイメージがあったんですけれど、そう

いう感じではなくて、毎日楽しいです。 

加藤 学部時代は何学部でいらっしゃ

ったんですか？ 

森 社会学なんですけれど、でも全くフ

ランス語とかはできなくて。実は年齢ば

れちゃいますけど、30 歳になってから

フランス語、アーベーセーから始めたん

ですね。 

加藤 そんなにたくさんビジネスの経

験をされていても、すごく勉強になると

いうふうに書いてくださっていらっし

ゃいますけども。 

森 今回のクラスですね、ビジネスエシ

ックス。海外にいて特に思ったことなん

ですけど、言葉ができるだけでは駄目な

んですよね。言葉はもちろんできないと

いけないんですけれど、やっぱり話す内

容といっても、フランス人というのは、

政治の話であれ、自分の意見というのを

はっきり言いますし。それを言えないと、

存在していないというふうに扱われて

しまって。だからやっぱり、常日頃から

自分が何を考えているのか、何を思って

生きているのかということですよね。そ

ういうことで、やっぱり人を惹きつけて

いかないと、仕事も動かないですし。今

回やっぱりビジネスだけでなく、宗教や

倫理であるとか、いろいろな話をするこ

とができたのは、自分を深めるという意

味で良かったなと思っています。 

加藤 張さんは、マネジメントゲームの。 

張 企業経営を勉強するとき、基礎学問

を学ぶより、最初に企業を運営するのを

体験できたのが良かった。私は韓国から

来たんですけど。最初にゲームで体験で

きたのが、経営学に興味を持たせるとい

うようなきっかけができたと思います。

加藤先生にミクロを、前期に教えていた

だきました。 

加藤 経営学部で今年から新しく始め

た形式なので、教員のなかにも、始める

前にいろいろと賛否両論あって。実際の

企業経営ではないわけじゃないじゃな

いですか。ゲームの中なので、本当に学

生が勉強できるのかどうかということ

に疑問を持つ教員もいたりして。だから、

張さんのようにこういう文章を書いて

くださると、すごい励みになると思うん

です。本当に、いい経験になったんです

か？ 

張 はい。ファイナンスを学ぶときも、

急に市場とか学問として学べると、あま

りよく理解できないんですけど、ゲーム

自体が株価を上げるゲームなので、いろ

いろ自分で戦略を工夫しないといけな

いので、自然に企業の回る原理だったり、

思ったより勉強になりました。あと、他

の経営学を学ぶときも、自分の企業の株

価を上げるために、実践的に考えながら

学ぶので、もっと勉強になったと思いま

す。 

長谷川 たまたまなんですけど、今日こ

こにいる 3 人は経営学部の教員なので、

うれしいですね。 

張 友だちとみんなで、「どうやって戦

略立てた」とか話しながら、誰の株価が

上がったのかみたいな話とかをしてい

て。LINEで「どうやって戦略立てた？」

とか話をしていて。それもなんか、みん

なで考えるきっかけにもなった。 

加藤 それは本当に嬉しいです。 

中邨 僕も実は、3 年生向けの科目でビ

ジネスゲームをやっているんですけど、

一番盛り上がるんです。講義じゃないの

で、結果が売上げでボーンと出たら、勝

った、負けたというのがやっぱり面白い

らしくて。 

森 実践できるっていいですよね。 

中邨 それをちゃんと考えさせないと

いけないので、工夫はしていますけど。

ただただ入力で終わりじゃなくて、なん

で上がったか下がったか、ちゃんと分析

しなさいというようなことも。経営学部

の学生さんは、やっぱりみんな、しっか

り勉強をしてくれていると思います。 

加藤 なぜ上がったのか下がったのか

という理由は、後できちんと理解できて

いますか？？ 

張 結果をテンプレートに自分で作成

するんですけど、みんなのと比べて、な

んで上がったか、グループで作ったりと

かして。先生が、理由を探すために市場

の全部の情報を載せてくれるんですけ

ど、それを見ながら、誰が何に投資して

上がったかとか考えたりする時間を設

けてくださったので。ちゃんと分析する

ことができました。 

 

～青山スタンダードについて～ 

長谷川 鈴木梨歩さんは、青山スタンダ

ード科目を取り上げていただいて。わた

しは青山スタンダードの担当をしてい

るものですから、とっても嬉しいんです

けれども。こういう理系の科目というの

かな、内容を聞いてなかなか分かりにく

いところもあるのかなと思うんですけ

れども。 



 

優秀賞 鈴木梨歩さん（比芸 2 年） 

鈴木 はい。もう全然分からないです

（笑い）。基本的には、「はぁ」って感じ

で聞いていて。レポートのときにだけ、

振り返りながらぎっしり詰め込んでい

て。授業中はぽかんとしていることが多

いですね。 

長谷川 なるほどね。 

加藤 この授業で、科学に対する考え方

が変わったみたいに書いていらっしゃ

いますね。 

鈴木 そうですね。これ、本当は東日本

大震災のところまで書きたかったんで

すけど、汚染水の問題とかが、ちょうど

書いている時に話題になっていて。汚染

水がどれほど危険なのかとか全然分か

っていなかったけど、今なら、自分で調

べて能動的に発信することができるん

だなっていうのが分かって。学科の先生

に、福島出身ですごく東日本大震災に対

してオピニオンが強い方がいらっしゃ

って、そのツイッターをフォローしてい

ると、すごく発信されるんですよね。そ

ういうのを見ていると、自分もこういう

ことができるんだなというふうに思え

て。そういう基礎を作ったという意味で、

作中では C 先生ってなっているんです

けど、千葉先生の授業はすごく勉強にな

りました。 

 

～短歌の作品について～ 

長谷川 今回、短歌が。田中さんと、も

う一方福岡さん。お二人、佳作に選ばれ

ているんですけれど、これは日本文学科

ですから、短歌の専門。 

田中 短歌のゼミに入っていまして、毎

週散策に行ったりですとか、テーマに沿

ってみんなで歌を詠んで、お互いに批評

をしあったりしているんです。31 文字

の中で、自分の伝えたいことを、他人に

も理解してもらえるように表現すると

いうのが難しくて。初めは自分でこうい

うことを詠みたいというテーマがあっ

ても、自分では分かるけど、他人にはな

かなか同じようには伝わらなかったり、

別の角度から取られて。それがまた面白

かったりするんですけれど。 

加藤 ゼミの時間にみんなで散策に行

かれて、作品を作るのですか？ 

田中 はい。テーマに沿った作品を。隔

週で 2 週間に 1 回、歌会の時間と散策の

時間とがありまして。歌会のときは、テ

ーマに沿った歌をみんなで詠んできて、

お互いに一番いいものを選んだりとか。

あと、一番駄目なものを選んで、批評を

しあったりして、自分の言葉をお互いに

磨き合うということをしています。散策

に出かけることで、また見つかることも

ありますし、何より他の人に言われて初

めて気付く発見とかがあるので、すごい

面白い授業です。 

加藤 それを繰り返していると、上手に

なっていきますか？ 

田中 以前は、与えられたテーマだけを

どう表現しようかっていうふうに考え

ていたんですけど、日常の生活のなかで、

いいなと思ったことを少し短いフレー

ズにしてメモしてみたりだとか。今まで

自分がやってこなかったようなことを、

自然とできているというところに、自分

がなんか成長したなというものを感じ

ます。 

加藤 いつも考えているのですか？ 

田中 気付いたら短歌の材料を探して

いたりするので、自分でも驚きです。 

長谷川 日文に入るときから、短歌に興

味があった？ 

田中 いえ。短歌には全く興味がなくて、

今まで読み方とかも全くしらなかった

んですけれども、新しいところに挑戦し

てみようと思ったときに、短歌は全く触

れたことがなかったので、ちょっとチャ

レンジしてみようと思いました。 

長谷川 あれは私にとっても難しいで

すね。 

森 テンポはいいんだけどね。 

田中 ありがとうございます。 

 

～総合文化政策学部独自の授業～ 

加藤 島田さんは、本当に総文らしい授

業というか、こういうものは他の学部に

は全くない授業ですよね。 

島田 そうですね。もともと、受験生の

ときにこの学部を選んだ理由というの

も、映画を撮りたかったんです。美大、

芸大に行くほどの意思はないけれども、

一般大学で映画を学べるところはない

かなということを思っていて、それで総

文という学部を見つけたので。もともと

入りたかったゼミだったんですけど、単

純に映画を作る楽しさみたいなものと

は違うところの、しんどさというか、面

倒くさいこともたくさんやらなきゃい

けないということを、やっぱりサークル

と違う質というか、授業として学べたの

で、すごく面白かったですね。 

加藤 内山先生はこういう分野の先生

でいらっしゃるんですね？ 

島田 そうですね。映像産業のマネジメ

ントをやられている先生です。あまり詳

しくないんですけど、日本の邦画を支え

ていく団体に所属されている方で、そう

いうところからマネジメントとかを。プ

ロデューサー視点で学ぶために映画を 1

本作ってみようということで。僕は映画

を撮りたかったので、作る側をさせても

らって。それをしながら映画をどうやっ

て売るかというプロデューサー視点に

結構重きを置いてやった授業だったの

で、自分が思っていたものと全然違う。 



加藤 島田さんは前から映画を作って

いらしたんですか？ 

島田 いや、大学に入ってからやりたい

なっていうのがあって、大学で始めたば

かりなんです。 

加藤 大学でそういうサークルに入っ

てるんですか？ 

島田 サークルも、はい。青山クリエイ

ティブチームという部活があって、そこ

もサークルでもやっていますし、ゼミで

もやっているみたいな感じです。 

加藤 もっぱら撮るほうで、俳優のほう

はやってないのですか？ 

島田 たまにやります。サークルに人が

いないので、それはもうお遊びでやるん

ですけど。ゼミだとオーディションする

んですよ。学生映画なんですけども、プ

ロの方にやってもらうので、オーディシ

ョンをちゃんとしたりするので、やっぱ

り全然サークルとは違いますね。ちゃん

とやらなきゃという。 

加藤 総文のゼミではなにか作品を作

ることが多いのですか？ 

島田 いや、ちょっと特殊なほうかもし

れないですね。広告とかで、実際に企業

とインターン的なゼミとか、ラボ・アト

リエという制度もあるんですけども、そ

ういうのをやっている人たち。銀ニャン

プロジェクトとか、確かあれも総文の授

業の一環で、銀杏を拾って、いろんなお

店に配って商品に使ってもらうみたい

な。ああいう楽しい活動もあります。 

加藤 今回この作品を作って、内山先生

からフィードバックをもらい、たくさん

のことを学ばれましたか？ 

島田 そうですね。やっぱり、最初に作

っていくと、映画は本当に難しくて、つ

まらない作品しかあまりできないんで

すよ。やっぱり 1 本 1 本撮っていくこと

で、作り方とかがすごく分かってくるの

で。やっぱりサークルとかで数を作りな

がら。ゼミでは 1 年間に 1 本、大体半年

ぐらいの期間をかけて撮るので、自分の

なかではそれを住み分けというか、サー

クルでは好きなものをいっぱい。CM と

かも撮っているんですけど、短いのとか

を撮っていて、それで得たのをゼミの映

画でしたいなと思っているので。あとは、

来年は卒論の代わりに卒業制作がうち

のゼミにはあるので、それに向けて作る

準備はしています。 

長谷川 わたしは映画のことは全く分

からないんですけど、映画のマネジメン

ト側と作る側と、常に利害が違ったりす

るじゃないですか。そういう面というの

は、こういう場面だとどうなんですか？

そういう悩みはなく作る？ 

島田 要は、僕個人が作りたいものとい

うのは、どうしてもちょっとテーマが万

人受けではないものになってしまいが

ちにはなるんです。そういうときに、先

生は「肉付けをするのではなくてそぎ落

とせ」という言い方をされるんです。作

品をスマートにしろという。それは、あ

まり僕ら学生にはない意見で。それは、

多くの人に見てもらう上で、作品をそぎ

落としていく、スマートという言い方も

変ですけど、商業映画にある綺麗な絵作

りとかをしていくというのは、教えられ

ましたね。 

加藤 総文には、将来映画とか広告とか、

そういう方向を目指している人はたく

さんいるんですか？ 

島田 そうですね。映画はあまり聞かな

いんですけど、広告のほうが多いかもし

れないですね。 

 

～先生に感謝を伝えたくて～ 

加藤 勝手に注で書いてしまいました

けど、戒野先生のことをおっしゃってい

るんですよね。 

中澤 そうです。お礼を言えなかったの

で、ポータルを見て、これに書いて出し

ちゃおうかなと思って。感謝を出すとこ

ろがなかったので、こういうので残して

しまおうかなと思って書いたんです。 

長谷川 留学はどちらに？ 

中澤 留学というかワーキングホリデ

ーで、カナダのエドモントンに行ってい

て。戒野先生の友だちのところにホーム

ステイをして。学校は行かなかったんで

すけど、ずっとバイトをしていて。その

後一人旅を 2 ヵ月ぐらいして、帰って今

度はベトナムにインターンしに行って、

2 ヵ月して帰ってきて就活をしてという

感じですね。すごい面白かったです。 

加藤 チップをもらったんでしたっ

け？ 

中澤 そうです。これ、すごくうれしか

ったんですよね。日本でバイトしていて、

「お金いいよ、取っておいて」みたいな

のないじゃないですか。スタジアムで働

いていたんですけど、キャッシャーの仕

事をやっていたときに、アイスホッケー

のスタジアムなので、ハーフタイムにバ

ーッとすごいいっぱい人が来るんです。

そうじゃない時の、試合中の時間に子ど

もがバーッと来て、ポップコーンの大き

いやつを買って。3 ドル 75 セントなん

ですけど、5 ドル札で払って、僕が 1 ド

ル 25 セント返そうとしたら、「とっとき

なよ」みたいな。 

加藤 小学生に？ 

中澤 小学生に。でも、ちょっと嬉しい

なと思って、走って行っちゃったので叫

びましたね、「サンキュー」って。嬉し

かったので、1 ドルコインはまだ家にあ

ります。その後も、なんかいっぱいもら

ったんですけど、やっぱり最初の子ども

のやつは、初めてだったのですごいしっ

かり覚えていますね。 

加藤 この東南アジアってベトナムだ

ったんですね。 

中澤 はい。ホーチミンですね。他の大

学のアイセックのメンバーにお願いを

して。で、ベトナムのベンチャー企業を



紹介してもらって、IT 企業でベトナム

の人と一緒に働いていました。 

加藤 最初は食事で体調を崩して、嫌に

なりそうになったとか。 

中澤 いや、やばかったですね。最初の

1 週間はすごく楽しかったんですけど、

1 週間してから、最初は熱かな？3 週間

で熱を 2 回出して、その間腹をずっと壊

していて。あと、気管支炎になって、変

な頭痛までずっと続いていて、本当に辛

くて。本当に何回も帰ろうとしたんです

けど、でも何にもしていないし帰れない

なって、ベッドでずっとボーッとしてい

て。医者に行っても言葉が通じないし。

一応日本人の医者にも診てもらったん

ですけど、その医者も「わたし来たばっ

かりなので、ちょっと分からないですね。

とりあえず整腸剤だけ出しておきます

ね」と言われて整腸剤をもらったんです

けど、全然治らなくて。3 週間ぐらいず

っともう、本当に辛くて、「ベトナム嫌

いだわ」とずっと思っていたんですけど。

1 ヵ月ぐらいしたらお腹が治ってきて、

それからは、会社の人にいろいろな所に

連れて行ってもらったり、ベトナムの友

だちを紹介してもらったりして、すごい

楽しかったですね。 

加藤 戒野先生、本当に残念で。 

中澤 そうですね。びっくりしました。

ここに書いていないんですけど、ちょう

ど先生にビジネスプランコンテストに

参加しろと言われていて。青学の AVL

という団体があるんですけど、青学ベン

チャーラボが主催するビジネスプラン

コンテストに出て、ゼミのメンバー3 人

で出て優勝したんですよ。その優勝報告

をした直後に亡くなられたんです。報告

ができて良かったよねと、ゼミのメンバ

ーで話しました。 

 

～授業をより良くするには～ 

加藤 皆さんは、それぞれに青学でいい

授業の体験をしてくださったと思うの

ですけれども、限られた授業ではなくて、

全般的に見て、青学の授業を、もっとこ

うしたほうがいいんじゃないかとか、そ

ういう意見がもしありましたらお願い

します。塩田さんは、大学教員を目指さ

れていらっしゃるんですね。 

塩田 そうですね。青学で教えるのがベ

ストだなと思ったんですけど。それもま

あ、いろいろあるので、分からないです

けど。 

加藤 青学の授業を、2 つの学部に渡っ

て受けてこられましたけども。 

塩田 先生は、すごく教えるのが上手だ

し、熱意がある方がすごい多いというイ

メージはあります。どちらかというと、

学生にちょっと問題が。たぶん 1/3 ぐら

いの一部はすごい真面目にやっていて、

優秀な人もいるんですけど、半分ぐらい

はちょっと微妙な感じがするんですね。

だから、例えば山内先生の授業も、結構

大教室でやっているので、前のほうはそ

れなりにやっているかと思うんですけ

ど、後ろのほうだとどうしても私語とい

うか、しゃべったりしていて。それも、

山内先生はなんとかうまい具合になだ

めすかしながらみたいな感じでは。たま

には、大きな声を出したりもされていた

んですけども。どうすればいいのかちょ

っと分からないですけど、せっかくいい

先生がいらっしゃって、いい内容をやっ

ていて。図書館とかもすごい充実してい

ると思うので、環境としてはすごいいい

と思うんですけど、学生のほうに、もう

少し目を開いてもらえる方法があると、

すごいいいかなというふうに思います。

環境としては、場所もすごいいいですし、

こんないい学校はないと思うんですけ

ど、本当にもったいないなという思いが

たまにしていました。 

長谷川 大教室講義の運営の問題です

かね。経営学部は、特に人数の多い授業

がどうしても多くなりますから。そうい

うサイズの大きいクラスをどのように

運営していくかというのはまた、少人数

のゼミなんかとは別のテクニックが必

要で。 

塩田 でも、モティベーションをどうや

って引き出すかというのは一番重要だ

と思うので、大きい教室だとしょうがな

いというか、そういうこともあっていい

と思うんですけど。なんか面白いって思

えるように、いい方法があるといいと思

いますけど。 

 

～体験型授業の魅力～ 

加藤 皆さんそれぞれに、作品にしてく

ださった授業の中で、モティベーション

を引き出されたというところがあると

思うんですけれども、そういったいい授

業とはまた違う授業もたくさん受けて

らっしゃいますよね。こういう授業は自

分がやる気になったとか、こういう教え

方がいいんじゃないかとか、いろいろあ

りましたら聞かせてください。 

森 さっき張さんがおっしゃっていた



みたいに、自らが社長になったり、CEO

になったりとか、体験できる授業という

のはやっぱり楽しいじゃないですか。実

践して失敗もするけれど、ただ聞いてい

るだけという授業ではなく、やっぱり体

験型というのは、まず 1 つ手だなと思い

ます。あとは、やっぱりなんか意見を言

いづらいとか、周りの空気を読んじゃう

とか、これは青学というよりは日本全体

に言えることじゃないかと思うんです

けれど。でも、ここにいらっしゃる皆さ

んとかは、自分からこういうのに応募さ

れるぐらいなので、やる気がある方とか

優秀な方だと思うんですね。だから、み

んながやっぱり引っ張って、話そうよ、

というような雰囲気に持っていくとか、

なんかそういうような人たちが少しず

つ増えていくといいなと思うし。まして、

今からグローバル社会なので、黙ってい

てはもう日本は淘汰されていくばかり

だと、わたしは本当に危機感を感じてい

ます。ぜひ皆さん発言して、学校は失敗

する場所だというふうに自分で割り切

って、ここで学んだことが、将来社会に

出て絶対に役立つと思うんですよね。で

も、今ここで黙っていたら、たぶん社会

に行っても同じようなことになりかね

ないんじゃないかと思ったりします。 

 

～教員と学生の距離が近い授業～ 

加藤 現実としては、やはり意見を言い

づらいというのは森さんがおっしゃっ

たようにあると思うので、教員の側から

意見を言いやすいような雰囲気を作っ

ているような授業はありますか？ 

鈴木 私は、比較芸術学科という、去年

できたばかりの学科なんですけど、人数

が 1 学年で 90 人ぐらいしかいないんで

すよ。たぶん経済の人とかからしたらす

ごい少ないと思うんですけど。だから、

1 授業の人数も、多くて 40 人ちょっと

ぐらいで多くないんですね。だから、先

生がすごい近いんですよ。ちょっと失礼

なんですけど、幅広い分野を受けると、

自分の興味のない分野も芸術分野もあ

って、ちょっとうと～っとすると、浅井

先生ってご存じですか？浅井先生が「お

い、起きろ」、「ほら、寝るんじゃない」

とか言って、みんなに声を 1 人ずつ声か

けていて。名前を覚えていなくても、そ

れぞれ特徴とかを覚えていて。「ほら、

いつも一番前に座るやつ」とか、そうや

って授業中に声をかけてくれると、浅井

先生は自分たちを見ているんだとか、先

生は自分たちを見ているから、ちゃんと

受けなきゃ申し訳ないというのもあっ

て。比較芸術の先生とかは、特にそうい

う方が多くて、能動的に授業を受けられ

る環境だと思います。 

加藤 それは経営学部からすると、すご

いうらやましい人数ですよね。今はそう

いうことなくなりましたけど、最高 550

人のクラスまで教えたことあったので。

今はそんな大人数はありえないですけ

ど。 

長谷川 そうですね。経営学部も最近は

割と。必修のでも 100 名ぐらい？ 

加藤 もうちょっと多いかも。 

長谷川 100名台ぐらいに抑えてクラス

を作って。あとは、1 年生からもアクテ

ィブラーニングとかを入れているとこ

ろもありますし。だいぶ変わってきまし

たけどね。まあ、人数は確かに多いです

よね。 

加藤 他の先生も、結構皆さんの名前と

か覚えているんですか？ 

鈴木 そうですね。もう本当に 1 回授業

を受けただけなんですけど、佐藤かつら

先生は、顔を見ただけでほとんどの学生

の名前を言えたりしていて。やっぱり、

普通じゃないんですね。比較芸術の先生

は、髙橋先生とかも、「鈴木です」と言

えば、「あ、どっちの鈴木さんだっけ？」

と言って、一生懸命覚えようとしてくれ

ている姿勢もあって。だから、「あ、顔

は見たことあるよ」とかも言ってくださ

る先生もいらっしゃいますし。だから、

すごい覚えやすいですよね。だから、た

まに青スタの経営とかの先生の授業と

か受けると、後ろでしゃべっているのに

慣れちゃっていて。リアクションペーパ

ーとかにも、「後ろの方がうるさいんで、

なるべく注意してください」といっても、

もう諦めているというのもおかしいん

ですけど、普通に授業を進められていて、

「ああ」みたいな。やっぱり違うなとい

うのをすごく感じてしまいます。それは

学科の問題なんですけど。私は教職の学

芸員の資格を取っているんですけど、履

修の科目の先生だと、先に人数が多くて

しゃべる学生が多いのが分かっている

んで、脅しをかけるんです。「しゃべっ

たら、立って学年と名前を言わせるぞ」

とか、「2 回目があったら退室させるぞ」

とか。でも、脅しがあると、みんなビク

ビクして、授業受けなきゃで、すごい怖

いんですよね。だからやっぱり、脅しと

はまた別の方法で、みんなが能動的に授

業受けられる方法があればなというの

は思います。 

 

～少人数授業・能動的な学生参加～ 

加藤 中澤さん、何かありますか。 

中澤 はい。中谷安男先生という法政大

学の方が、青学の経営学部のエフェクテ

ィブネゴシエーションという授業をさ

れていて。今はもう、ライティングの授

業もされているんですけど、少人数で、

全部英語でやるんですけど。その授業は、

僕としてはすごい理想というか。少人数

なので、20人ぐらいしかいないんです。

全部英語なので、最初は結構みんな萎縮

しちゃうんですけど、先生が、多少つた

なくてもバーッとしゃべるんですよ。な

んか、外国の授業ってこんな感じなのか

なと思ったんですけど、手を上げるとか



じゃなくて、普通に会話みたいな感じで

やるんですよ。ビジネスの本当に実践的

な、IT はこうだったとか、バブルはこ

うやってできたんだとかトヨタはこう

やって成功したんだ、そういう話をバン

バンしていって。僕からしたらすごい興

味深いんですよ。全部英語だから、英語

の勉強にもなるし。「どう思う？」みた

いな会話形式なので。「トヨタ、このと

きどうしたと思う？」とか聞かれて、「ど

うしたんだろう」みたいなのも横の人と

しゃべったりして、思ったことをバッと

言って、先生が「あ、そういう方法もあ

るよね」とか、絶対に否定はしないんで

す。絶対肯定して、すごい言いやすい場

所になっていて、すごい楽しかったし、

すごい充実するというか。学生同士もす

ごい仲良くなるし、先生とも仲良くなる

し。それで、僕は先生と仲良くなって、

先生が理事長を務めている学会にちょ

っとお邪魔させてもらったりとかもし

ましたし。こういう授業は、4 年間で初

めてだったので、こういう授業を学生が

1 年生の頃から受けていたら、すごい意

識が変わるんじゃないかと思いました

ね。あと、内容が身近なので。僕が 1 年

生のときに会計学がすごく嫌いで、最初

から会計学とかを教えられても、なんで

これをやらなきゃいけないのかよく分

からなくて。これが実際に会社でどうな

っているのかとか、よく分からなかった

し。そういうのをイメージするためにも、

身近な話題を最初に取り上げてくれる

といいのかなというのは思いました。さ

っきのマネジメント基礎みたいに、自分

で考えられるというか、自分の頭の中で

イメージできる授業があると、能動的に

参加しやすいのかなというのは、すごい

思いますね。難しい言葉を並べられても、

1 年のときは特によく分からないですね。

これが、ビジネスの場でどう動いている

のかとかよく分からないとか、そういう

のが多くて、とりあえず覚えるとかとい

うのが多かったので。そういう参加でき

る授業というか、自分で興味を持てるよ

うな、身近な話題をどんどん出してくれ

たら、もっと分かりやすいんじゃないか

なとは思うんですよね。よく、ケースス

タディとかやるじゃないですか。ああい

うのは、最初に答えを出さないで、授業

の最初に聞いたりしてくる先生もいて。

そういうのは、いくら適当に受けようと

思っている人も、やっぱりみんな考える

んですよ。なので、そういう授業がもっ

と増えたらいいのかなと思いますね。 

加藤 中谷先生は、質問をした後に、ペ

アとか組ませて、答えを考える時間を与

えてくれるんですか？ 

中澤 はい。それもありますし、最後に

グループワークもあって、今まで組んだ

ことなかった人と組んでねと言って、3

人ぐらいでグループ組んで、実際のケー

ススタディみたいな感じで。基本的に、

経営は答えがないじゃないですか。この

会社はこうしたけど、こういう考え方も

あるよね、というもあるので、ジレンマ

というか、「この人たちはこうしたけど、

あなたたちだったらどうする？」みたい

な選択肢が 3 つぐらいあって、その理由

も一緒に考えてくださいというのを 4

人ぐらいでやって。それも全部英語でや

らなくちゃいけないので、ちょっと辛い

んですけど、でもしゃべらなくちゃいけ

ないので、恥もいっぱいかくし、いい意

味で恥をかいて素になれるというか。そ

うですね、グループワークとかもいっぱ

いあって。 

加藤 中谷先生は否定されないと言い

ましたけども、学生の側は、否定されな

くても、どこが問題なのか、ということ

はちゃんと学べるようになっているん

ですか？ 

中澤 そうですね。トヨタだったら、「何

が問題だったと思う？」とか言って。例

えば 4P とかあるじゃないですか。例え

ば僕が「プライス」と言ったら「なんで

そう思うの？」って言われて。こうこう

こうだからと言ったら、「あ、そういう

考えもあるよね」って。「他の考え方で

きる子いる？」とか聞いて、他の子がパ

ーッとまた違う意見を言って、「そうい

う考え方もできるよね」って言って。「実

際にトヨタはこういうふうにしたんだ

よね」って言って。「もしかしたら、君

たちの意見のほうが正しかったかもし

れない」とか、そういう感じで進めるの

で、意見を言うのが怖くないんですよ。

基本的に、それ違うとか言われないので。

だから、最初は硬いんですけど、学生も

どんどん意見を出すようになって。ちょ

っとまだしゃべれない子もいるんです

けど。発言とかは、英語の優劣で多少は

発言とかはあったんですけど。でも、み

んな能動的にすごい参加していて、こう

いう授業はいいなというのはありまし

た。 

～大教室授業のむずかしさ～ 

中澤 本当にいい授業でしたので。大教

室は、後ろのコントロールは難しいです

よね。大学はいろいろな人がいるじゃな

いですか。いろいろな意思で来ているじ

ゃないですか。友だちには、別に経営学

を学びに来ているわけじゃない人もい

っぱいいるんです。別に俺、自分のやり

たいことをやっていて、みたいな。とり

あえず受かったから来たとか、そういう

人たちもいるんですけど、そういう人た

ちが楽しいと思えたら最高だと思うん

ですけど、先生も大変だなって思って。

注意すると授業進まないじゃないです

か。授業も進めなくちゃいけないじゃな

いですか。そうするとやっぱり、板挟み

なのかなというのはすごい思います。 

加藤 注意してもなかなか静かになら

ないとか。 

中澤 ならないですよね。 



加藤 その学生の近くまで行って、「出

てけ」みたいな感じでやったりというの

もあるし。そうすると、なんか雰囲気が

悪くなっちゃうしとか、いろいろありま

すよね。 

中澤 少人数は一番いいと思いますね。 

長谷川 今は選択で、ちょっと置き場所

間違えるとか、そういうことがなければ

そんなに多くはならない。 

加藤 それはもう、12～13 年前の話で、

今はそんな人数はありえないです。 

長谷川 その頃は必修で、私も 1 年生相

手に 350 人とか、そんなの教えたことあ

ります。今はもうそういうことはないで

す。ですから、小分けにするにしても、

語学クラスなんか特にそうなんですけ

ど、レベルの問題がもう 1 つたぶんある

んですよね。語学クラスなんかはある程

度、今はレベル分けを大ざっぱにはして

いるというようなかたちになっていま

すけど。普通の授業はそういうことは難

しいですから。 

中澤 僕、就職活動して、周りがすごく

変わったんですよね。就職活動終わった

後の人は、すごく真面目になるんですよ

ね。あと、休学した友だちも、すごい真

面目になるんですよ。就職活動は、メン

タルで結構やられるじゃないですか。企

業もいろいろ調べるし、ビジネスの場と

いうのを企業から学んで就職活動を終

えるじゃないですか。そうすると、授業

の内容も想像しやすくなっていて、内容

もすごい面白いんですよね。いいか悪い

か分からないですけど、1 年生の頃から

就職活動とかを意識できたらいいのか

なというのはちょっと思いますけど。大

学生活つまらなくなるんですかね。就職

活動はすごい良かったです。それはすご

い思いました。一番学べるんじゃないか

と思いました。だって、企業の人たちは、

そういう情報はそんなに取れないじゃ

ないですか。新卒の僕だから、いろいろ

な企業の OB 訪問とかして、いろいろ話

聞けますけど、ライバル会社は絶対に聞

けないじゃないですか。ちょっと、実際

どうなんですか、みたいな話を聞いたり

とかも、この立場だからできるじゃない

ですか。それを知った上で、また経営の

授業を受けると、「あ、そういうことだ

ったんだ」とかはありますね。なんか面

白いです。分かりやすい。 

 

～インターンシップ～ 

長谷川 中澤さんは、海外だけどもイン

ターンシップに行ったりされています

けど、そういうのはどうですかね。イン

ターンシップをかなり積極的に、1 年生

の頃から取り入れるとか、そういう大学

の動きも今あるんですよね。 

中澤 僕はいいと思いますね。すごい面

白かったのは、ベトナムは英語がちょっ

と通じないところがあって、一応日本語

を頑張って勉強しているんですけど、

N4 とか N5 とかなんですよ。だから、

普通に何か指示を伝えたくても、1 時間

とかかかったりするんですよ。類推の

「らしい」と伝聞の「らしい」の違いが

分からないとか言われてきて、「それ、

俺も分からない」みたいになって、2 人

で調べながら、「こういうことなんじゃ

ないかな」みたいに。あまりそういうの

とかを意識したことがなくて。それ自体

で難しいのに、また文化の違いがあるじ

ゃないですか。そういうので、だんだん

常識ってよく分からなくなってきて。何

が常識なのか分からなくなったし。ベト

ナムの現地の人たちにバッグを作って

もらって、実際にインターネットサイト

とかでそれを売ったりとか、日本とベト

ナムの間の掛け持ちとかをやっていた

んですけど、そういうのをやると、とり

あえず面白いです。なので、そういう経

験も最初にしておくと、違うんじゃない

ですかね。 

加藤 ただでも、経営学部というのはあ

りますよね。芸術学科とかあんまりつな

がらないかもしれないですね。 

森 でも、どんな分野でも、一度外に出

てみるというのはいいと思うんですよ。

よく、国内にいても語学は学べるとか、

いろいろ言うんですけど、たぶん中澤さ

んもそうだと思うんですけど、外に出る

ことで客観性が育つんですよね。日本の

いいところももちろん見えてくるし、逆

にここが問題なんじゃないか。比較対照

がないと、人間というのは比べられない

というか、どこが良くてとか、改善点も

分からない。そういうものがまず認識で

きるようになるし、言葉とか、文化の要

素も当然必要じゃないですか。そこに行

ったことで、やっぱり全然違う世界が見

えてきますよね。若いときにそういうこ

とはうらやましいですね。本当に、イン

ターンシップはいいと思います。 

 

～留学について～ 

中澤 視野は広がりますよね。日本につ

いてあんまり知らないなというの、すご

い思いましたね。僕、高校のときは世界

史を専攻していたんですけど、日本史を

勉強しなかったので。外国の人は、自分

たちの歴史にすごい詳しくて、僕全然日

本史知らなくて、恥ずかしくなったんで

すよね。あと、勉強に対する姿勢も、向



こうの人はすごい真面目で、大学はちゃ

んと学びに行くところなんです。日本は

どちらかと言うと、遊びに行くところの

要素が強いじゃないですか。これどうな

のか分からないですけど、僕は 1、2 年

生の頃は結構そういう要素が強くて、ゼ

ミに入って変わりましたけど。なので、

違うなというのはすごい感じましたね、

あと、日本の発言できないところとか。

向こうに行って、僕性格がオープンにな

って、恥をかくこともあまりいとわない

感じになって。発言もどんどんするよう

になって、就活中も全体の前で変な質問

したりして、隣の人に謝って帰ったりと

かしていたんですけど。いいのか悪いの

か分からないですけど、そういうのに怯

えないというか、一歩勇気を出せるよう

になったというのは大きい。そういうの

は、インターンとか海外の経験で身につ

いたのかなと思いますね。 

塩田 カリキュラムに、海外留学を強制

的に組み込む、みたいのはあってもいい

と思うんですけど。たぶん他の大学とか

ではあるところもあると思いますけど。 

長谷川 そういう学部もありますよね、

今。 

塩田 1 年生か 2 年生のときに、半年ぐ

らいどこかどこでもいいから行きなさ

い、みたいなのは、完全に組み込んじゃ

うというのもいいんじゃないかと。 

鈴木 それはいいと思います。インター

ンシップで海外に行けと言われても、私

は特に芸術系なので、企業に放り込まれ

ても右も左も分からないという感じに

なってしまうので。友だちは語学研修に

行ったんですけど、普通の語学学校に行

っても、語学の勉強をした後に、自分で

ただ美術館に行って、美術館見て帰って

きた、みたいな。自主的にそれを組むと

いうのはすごい大変そうだったので、私

は西洋美術が好きなので、西洋美術の国、

例えばフランスの美術学校とか、カリキ

ュラムでその学部・学科に合わせた海外

の経験というのを積ませてもらえると

いいのかなと思います。 

塩田 話の腰を折るようであれなんで

すけど、僕はカリキュラムには結構反対

で、何のために夏休みがあるのかと思っ

ているんですね。僕驚いたんですけど、

ゼミ生のなかで、半分の学生は語学留学

とか行くんですよ。やっぱり夏休みにま

ず、せっかくの夏休みをどう過ごすかっ

て非常に大事だと思っていて。そういう

ので留学に行くとか、インターンシップ

に行くとか。アメリカの大学ってそうで

すよね。夏休みのときにインターンシッ

プで。かつ、インターンシップでお金を

もらえるので、それでアルバイト代で、

授業は授業で勉強するというのは。だか

ら、大学としてはその夏休みの過ごし方

を支援するのはありかなと思ってはい

ます。ちょっと、ごめんなさい、骨を折

る感じであれなんですけど。理想的には、

カリキュラムがあると単位もあるし、非

常にいいとは思うんですけど。 

鈴木 自分で調べて行くのも大変だし、

プラスで費用もかかるのもあれだし。と

いうのは、わたしも夏に行こうかなって

少し悩んだんですけど、TOEIC とか

TOFEL とかの試験も、「今まだ受けてい

ないの、もう遅いよ」とか言われてしま

って、「ああ、どうしよう」みたいにな

ってしまって。やっぱり、そういうのを

目的に入っている人じゃないと、今さら

やろうと思っても、ちょっと遅いなって

なっちゃうときもあったんで、もう少し

気付きの機会というのがあったらいい

かなというのは、自分の調査不足もある

んですけど、思いました。 

長谷川 最近になってなんですけど、青

山スタンダードの中にも、留学向け語学

みたいなものと、それに接続する短期研

修みたいなのをくっつけて、配置したん

ですけどね。まだちょっと受け入れの数

がすごい少ないから、そういうのを早め

にアナウンスされれば、だいぶ違うのか

なと思いますけどね。 

中澤 僕、休学した身なので、結構休学

を勧めたいんです。僕はすごい良かった

んです。海外だと、ギャップイヤーとい

うのは結構多いんですけど、就職する前

に 1 年、世界一周しているとか、そうい

う人に会ったんですけど。1 年ぐらい本

当に何もないと、何かしなくちゃやばい

なって思うんですよ。カナダにいたとき

は、語学学校行こうと思っていたのに、

高いからやめて。3 ヵ月で 40 万と言わ

れて、アホらしいと思ってやめて。面接

をめっちゃ受けたんですけど、しゃべれ

なかったので落ちまくったんですけど。

そういうのも、何かしなくちゃいけない

と思って休学していたら、1 年間海外に

行って何も得てこなかったら、これで

「え？」ってなるんですね。わざわざお

金払ってきたのに、なんだこれと思って。

それで、僕最初は語学学校に行って帰っ

てくるつもりだったんですけどやめて、

自分でバイトを応募して、バイトをやっ

て。でも、このバイトだけじゃちょっと

駄目だなと思って、一人旅をして、これ

ももうちょっと何かやろうと思って、イ

ンターンやったんですけど。そういうの

って、1 年間ぐらいずっと休学期間があ

ったからできたんですよ。授業があった

ら、僕は結構ちゃんと授業に出ちゃうん

ですよ。ずっと授業受けていたので、単

位取り終わって今もう授業ないんです

けど。だから、海外みたいに、1 年ぐら

い猶予とか持てたら、みんな嫌でも考え

るんじゃないかなと、僕はちょっと思っ

たんですけど。休学費とかの問題もある

と思うんですけど、それをもっと呼びか

けてもいいんじゃないかなと。少ないで

すけど、休学した友だちって、みんなす

ごいイキイキしているんですよ。なんか

やりたいことを見つけている人とかも



結構います。なんかよく分からない人も

いますけど、そういう経験ももっと普通

になっていいんじゃないかなっていう

のは、僕はすごい思いましたね。僕が休

学するって友だちに最初に言ったら、

「え？」ってすごい言われて。僕もう、

2 年の冬か何かに決めていて。そういう

のをもっと、大学から言ってもいいんじ

ゃないかなと。そうやって帰ってきたら、

もっと授業も、先生も面白いんじゃない

かなと思うんですよね。 

塩田 半年間休学してどっか行ってく

る、というのをカリキュラムに入れ込ん

でしまえば。 

 

～「英語の青山」の英語教育～ 

張 私は、青学の英語教育は実はすごい

いいと思っていて。チャットルームだっ

たりとか、自分で自主学習できる外国語

ラボだったりとか、自主学習するプログ

ラムだったりとか、すごいちゃんと勉強

できるようにできていると思うんです

けど、意外と知らない学生が多くて。外

国語学習ラボだったり、本当に普通の市

販の問題集よりよほどいいプログラム

があって。私は CALL 教室だったりとか

で学習したり、チャットルームに行って、

英語ができなくても留学生の方と話し

たりとかして、青学で英語の勉強をちゃ

んとできるシステムがあるので、もっと

学生に知らせて勉強できるようにした

らいいなと思いました。 

中澤 チャットルームいいですよね。 

長谷川 他に、英語教育に関して感想と

かありますか？総文とかどうですか？ 

島田 うちは、英語教育はいいんじゃな

いかなと思っていて。クラスが 9 クラス

で、コミュニケーションという授業が、

45 分の授業が週 4 回、1 年生の時にあっ

て。それは外国語のネイティブの先生だ

ったので、文法ではないところを学ぶこ

とができた授業があるのと、プロフィシ

エンシーという 90 分の文法を学ぶ授業

があったので、英語の授業はすごいなと

は思いましたね。ちょっと関係ないこと

になるかもしれないですけど、文系学部

全部青学に来て、授業が取れないんです

よ。それをどうにかしていただきたいん

ですよ。 

長谷川 抽選になっちゃう。 

島田 そうなんです。抽選に結構今年落

ちたので、それがモロに今年出たので、

ぜひどうにかしていただきたい。 

加藤 総文の英語の授業で、学生のみん

なは実力が上がったと実感しているよ

うですか。 

島田 それが、クラスによって違います

ね。入学式が終わった後に、軽い文法テ

ストみたいなのがあって、それによって

クラスを分けられるんですね。ちょっと

そこで失敗してしまいまして、僕は下か

ら 2 番目のクラスになったので、正直、

すごく簡単な授業でしたね。僕がいけな

いんですけど。 

長谷川 クラス分けは難しいですよね。 

島田 そうですね。その最初の試験のク

ラス分けで失敗しちゃったので。ただ、

受験ではやっぱり文法だけで、語彙とか

受験英語しかやっていなかったので、ネ

イティブの先生と話すというのは初め

てだったので、それは面白かったですね。

学力が上がったかどうかは別とするん

ですけど。 

長谷川 総文はね、独特というか、学部

を作るときに新しい仕組みを作ったの

で、そういう授業が受けられるんですけ

どね。 

島田 基本的には、英語の授業はいいな

とは思っています。 

加藤 文学部も、割と少人数の授業が多

いんですよね。 

田中 はい。少人数なんですけど、今お

っしゃっていたように、先生によって全

く授業内容が異なりまして、映画をただ

見ているだけのクラスもあったり、あと

は本当に簡単な教科書の担当のところ

だけを訳して、他の人がそのメモを取っ

ているだとか。あとは、ネイティブの先

生が、教科書も全部英語で、一言も日本

語を使わない授業もあったりするので、

本当にレベルがまちまちで。必修単位で

必ず、日本語ず一言も話さないクラスを

誰もが 1 つは取れるようにしたりだと

か、あと文法と。私、今文学部で日本文

学科なので、日本文学科らしい教材を取

り扱ったり、昔からの文学作品とかで、

お互いに翻訳しあって、英語に直すとこ

うなんじゃないかとか、そういうふうに

関連のある教材を取り上げたら、もっと

興味が湧いて、学生たちも関心が湧くん

じゃないかなというのは思っているん

ですけど。日本文学科で文学を勉強して

いるのに、全く訳の分からない英文だと

か、分野が違うものを読んでも、あまり

身にならないというか、ただ英語を訳し

てというところがあるので、教材の扱い

がもっと違うと、学生も楽しめるんじゃ

ないかなというのはあります。 

～抽選システム改善の必要性～ 

張 私、青スタ全部落ちましたよ。 

島田 そうなんですよ。応募がいっぱい

になって、抽選になっちゃうんですよ。 

加藤 教室の人数を制限しないと、とい

うのがたぶんあるのではないでしょう

か。 

長谷川 教室サイズですね。その授業に

割り当てた教室サイズで、受けられる人

数が決まっちゃいますから。 

島田 悲しいといえば悲しいです。 

鈴木 モチベーションも下がりますね。 

 

～他学部科目の履修～ 

中澤 僕は、カリキュラムとかを見てい

て、総文の授業すごい面白いと思うんで

すよ。でも経営学部だと、絶対に受講で

きないんですよ。僕が受けたいなと思っ



た授業、全部履修不可で、全部総文の授

業だから受けられないんだと思って。都

市作りとかすごい面白いなと思ったん

ですけど。 

長谷川 他学部の授業を受けるという

のは基本的に難しいんですよね。 

中澤 東京大学とかは、学部を途中で選

ぶみたいなスタイルじゃないですか。入

ってから、自分で経営行きたいとか。そ

ういうのを多少なりともこっちでもで

きないのかな、というのはちょっと思い

ました。転学も、試験とかもいろいろあ

ってちょっと難しいって聞きました。 

長谷川 転学制度は一応ありますけど、

なかなか難しいんじゃないですかね。そ

れでは今日は、改めておめでとうござい

ました。また機会があれば、今後ともい

ろいろなご意見を聞かせてください。今

日はどうもありがとうございました。 

 

表彰式および座談会に出席された受賞者のみなさんと全学 FD 委員教職員 


